
 

       

        平成28年４月14日

各  位 

 

上場会社名   中央魚類株式会社

代表者名   取締役会長  伊藤 裕康

（コード番号 8030 東証第二部）

問合せ先責任者  取締役経理部部長  伊妻 正博

（ＴＥＬ．03－3541－2500）

 

(訂正・数値データ訂正)「平成28年３月期第１四半期決算短信[日本基準](連結)」の一部訂正について 

 

 当社は、平成27年７月31日に開示いたしました表記開示資料について、一部訂正を行いましたのでお知らせいたしま

す。 

 

１．訂正内容と理由 

 訂正内容と理由につきましては、平成28年４月14日付「過年度の決算短信等の訂正並びに有価証券報告書等の訂正

報告書の提出に関するお知らせ」にて開示しておりますのでご参照ください。 

 

２．訂正箇所 

 訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、訂正箇所を含め訂正後の

み全文を記載しております。 

 

以  上

 



  （訂正後） 
 

 

平成28年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成27年７月31日 

上場会社名 中央魚類株式会社 上場取引所  東 

コード番号 8030 ＵＲＬ  http://www.marunaka-net.co.jp/ 

代表者 （役職名） 取締役会長 （氏名）伊藤  裕康 

問合せ先責任者 （役職名） 取締役経理部部長 （氏名）伊妻  正博 ＴＥＬ  03-3541-2500 

四半期報告書提出予定日 平成27年８月13日 配当支払開始予定日 － 

四半期決算補足説明資料作成の有無：無  

四半期決算説明会開催の有無      ：無  

 

  （百万円未満切捨て） 

１．平成28年３月期第１四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第１四半期 48,956 2.2 374 56.6 480 42.7 344 25.6 

27年３月期第１四半期 47,911 14.8 239 △22.4 337 △25.2 274 △30.5 
 
（注）包括利益 28年３月期第１四半期 829 百万円 （48.8％）   27年３月期第１四半期 557 百万円 （△22.0％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第１四半期 8.46 － 

27年３月期第１四半期 6.68 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年３月期第１四半期 56,896 23,227 36.3 516.35 

27年３月期 56,685 23,009 35.9 496.75 
 
（参考）自己資本 28年３月期第１四半期 20,631 百万円   27年３月期 20,377 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
27年３月期 － － － 6.00 6.00 
28年３月期 －         
28年３月期（予想）   － － 6.00 6.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 195,000 △1.7 830 3.7 1,020 △11.9 610 △21.6 15.00 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）                        、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料２ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項  （２）四半期連結財務諸表の作

成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

（注）詳細は、添付資料２ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項  （３）会計方針の変更・会計上

の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期１Ｑ 43,153,000 株 27年３月期 43,153,000 株 

②  期末自己株式数 28年３月期１Ｑ 3,195,786 株 27年３月期 2,131,597 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期１Ｑ 40,666,674 株 27年３月期１Ｑ 41,022,931 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビユー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報  （３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、企業業績に改善がみられ、所得環境、雇用環境も穏やかな回 

復基調を維持しております。しかし、ギリシャの債務問題や中国経済の成長鈍化など世界的に不安定な要素もあ

り、先行き不透明な状況が続いております。こうした中で、個人消費は平成26年4月の消費増税後の落ち込みから

緩やかに持ち直しておりますが、依然として力強さに欠けており水産物の売れ行きは伸び悩んでおります。 

当社グループが主力事業を展開する水産物卸売市場においては、大型商材の冷凍サケやマグロなどの荷動きの 

低下や、海水温の上昇や天候不順により天然魚介類の水揚げが不安定になりましたが、当社といたしまして 

は、集荷体制に万全を期してまいりました。 

このような状況のもと、当社グループの売上高は48,956百万円(前年同期比2.2%増)となり、売上総利益は一部 

冷凍品の相場下落により2,444百万円(前年同期比 8.5%減)となりましたが、貸倒引当金繰入額の戻入等により、 

営業利益は374百万円(前年同期比56.6%増)、経常利益は480百万円(前年同期比42.7%増)となり、親会社株主に帰 

属する四半期純利益は344百万円(前年同期比 25.6%増)となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、商品、受取手形及び売掛金等の減少はありましたが、建設仮勘定の 

増加、投資有価証券の評価増等により前期末に比べ210百万円増の56,896百万円となりました。負債合計につきま 

しては、長期借入金等の増加はありましたが、短期借入金等の減少により前期末比7百万円減の33,668百万円と 

なりました。純資産合計は、前期末に比べ218百万円増加し、23,227百万円となりました。これは主に、その他有 

価証券評価差額金の増加によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成27年５月14日の「平成27年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連結 

業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

 適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(企業結合に関する会計基準等の適用)

 「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」 (企業会計基準第7号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。)等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する

当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の

費用として計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業

結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結

会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更

及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、

前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

  企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（4）、連結会計基準44－５項（4）

 及び事業分離等会計基準57－４項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間

 の期首時点から将来にわたって適用しております。

  これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,992 6,730 

受取手形及び売掛金 12,533 11,743 

前渡金 111 515 

商品 9,431 6,819 

原材料及び貯蔵品 15 26 

預け金 206 442 

短期貸付金 329 376 

繰延税金資産 168 170 

その他 349 273 

貸倒引当金 △993 △702 

流動資産合計 29,144 26,396 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 10,419 10,373 

機械装置及び運搬具（純額） 1,103 1,062 

土地 4,175 4,173 

リース資産（純額） 363 388 

建設仮勘定 14 2,350 

その他（純額） 202 199 

有形固定資産合計 16,279 18,548 

無形固定資産    

のれん 151 150 

借地権 2,101 2,101 

その他 322 317 

無形固定資産合計 2,575 2,569 

投資その他の資産    

投資有価証券 7,356 8,007 

長期貸付金 382 388 

差入保証金 287 327 

繰延税金資産 137 131 

退職給付に係る資産 614 618 

その他 311 327 

貸倒引当金 △403 △417 

投資その他の資産合計 8,686 9,382 

固定資産合計 27,540 30,500 

資産合計 56,685 56,896 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,260 9,079 

短期借入金 11,544 9,820 

1年内返済予定の長期借入金 728 728 

未払法人税等 165 98 

賞与引当金 185 83 

役員賞与引当金 27 5 

その他 1,853 1,644 

流動負債合計 23,765 21,461 

固定負債    

長期借入金 5,708 7,826 

繰延税金負債 1,110 1,307 

役員退職慰労引当金 43 37 

本社移転損失引当金 286 286 

退職給付に係る負債 1,740 1,725 

長期未払金 266 235 

その他 755 789 

固定負債合計 9,911 12,207 

負債合計 33,676 33,668 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,995 2,995 

資本剰余金 1,341 1,341 

利益剰余金 14,144 14,241 

自己株式 △403 △692 

株主資本合計 18,078 17,886 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,450 2,899 

退職給付に係る調整累計額 △151 △154 

その他の包括利益累計額合計 2,299 2,745 

非支配株主持分 2,632 2,596 

純資産合計 23,009 23,227 

負債純資産合計 56,685 56,896 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 47,911 48,956 

売上原価 45,238 46,511 

売上総利益 2,673 2,444 

販売費及び一般管理費 2,433 2,070 

営業利益 239 374 

営業外収益    

受取利息 14 4 

受取配当金 77 84 

その他 49 54 

営業外収益合計 141 142 

営業外費用    

支払利息 42 35 

その他 1 1 

営業外費用合計 43 36 

経常利益 337 480 

特別利益    

受取賠償金 9 11 

受取保険金 1 1 

投資有価証券売却益 － 22 

その他 － 2 

特別利益合計 10 38 

税金等調整前四半期純利益 347 519 

法人税等 114 143 

四半期純利益 233 375 

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△40 31 

親会社株主に帰属する四半期純利益 274 344 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

四半期純利益 233 375 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 386 457 

退職給付に係る調整額 △63 △3 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 － 

その他の包括利益合計 324 454 

四半期包括利益 557 829 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 597 790 

非支配株主に係る四半期包括利益 △40 39 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成27年6月18日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,064,000株の取得を行いました。 

この結果、当第1四半期連結累計期間において自己株式が289百万円増加し、当第1四半期連結会計期間末において 

自己株式が692百万円となっております。 

 

中央魚類㈱(8030)　平成28年３月期　第１四半期決算短信

- 7 -




